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防災交通課 （48）1111（内1210）

防災行政無線情報は電話でも （48）7030で確認してください。
防災行政無線が聞き取りにくい場合は、

最新のメッセージを聞くことができます。
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　玄関や縁側など、外への避難
路となるところは、家具の転倒な
どでふさがれないよう、配置を
工夫します。
　ブロック塀のある家庭は、傾き
やひび割れ、破損がないか点検
してください。

① 十分な強度がある柱
や壁にＬ字金具などで固
定します。支え棒を使用
する場合は壁側の位置
に設置し、免震ゴムを家
具手前側に入れてくだ
さい。
② 上段と下段に分かれ
たキャビネットなどは、
つなぎ目を金具で固定
します。
③ 食器棚や本棚などの
扉に止め金具を付ける
など収容物の落下や散
乱を防いでください。ガ
ラス 面 には飛散防止
フィルムを貼ると安全で
す。

　家具の上などには置か
ず、できるだけ低い位置
に置いて固定してくださ
い。

　本体にナイロンテープなどを巻き付け、太めの柱に取り
付けた金具に連結し、しっかりと固定します。脚には専用の
すべり止め器具を付けてください。

　ガラス面に飛散防止フィルムを貼って
ください。

　チェーンや金具でしっかりと固定し
ます。ガラス面には飛散防止フィルム
を貼ると安全です。

　つり下げ式の照明器具は、チェーンと金具で数カ所固
定します。蛍光灯は、蛍光管の両端を耐熱性のテープで止
めておきます。
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ピアノ

玄関・ブロック塀

　対震自動消火装置付きの暖
房機器を使用し、周囲に燃えや
すいものを置かないようにして
ください。

暖房機器

　粘着テープを使用した、転倒
防止用の専用ベルトが市販さ
れています。また、チェーンなど
で固定できるよう、上側にフック
がついている場合があります。

冷蔵庫

照明器具

テレビ

室内に潜む危険

安全のためにできること

　大きな揺れとともに倒れる棚、割れるガラス窓、落ちてくる電化製品。地震が発生すると建物が倒壊するだけでなく、
建物内の家具の転倒や散乱によってけがをしたり、外へ逃げるときの障害になったりする可能性があります。6月18日に
発生した大阪府北部を震源とする地震では、85歳の男性と81歳の女性が本棚やたんすの下敷きになって亡くなるとい
う悲しい事故がありました。近く発生するといわれる南海トラフ地震に備えて、この機会に皆さんの家庭内（室内）を見渡
し、潜む危険性について考えてください。

　室内にある全ての家具が固定され、ガラスに飛散防止フィルムが貼ってあるのが理想ですが、それができない場合で
も安全のためにできることがあります。
▽　家族全員で、家庭内（室内）の危険な場所を確認し、1部屋に必ず1カ所は、安全な場所をつくってください。
▽　テレビ、冷蔵庫、照明器具などの重い家具やガラス製品が落下・転倒してきた場合、危険な凶器となりえます。配置
　を変えるなどの工夫をしてください。
▽　寝室内で家具が転倒する心配がある場合は、配置を変えるか、就寝位置を変えてください。

「安否確認フラッグ」の掲示について
　「安否確認フラッグ」は家族の無事を、地区の方や救助隊に知らせ
る大切な手段です。
　家屋が倒壊し、中の様子が分からない場合でも、フラッグが掲示さ
れていれば、安否を確認することができます。これにより、フラッグが
掲示されていない家庭にいち早く向かうことができ、一刻を争う救
助活動の大きな助けとなります。

無事であれば安否確認
フラッグを玄関先などの

その後、状況に応じて
避難場所へ移動
してください。

道路（外）から目立つ
場所に掲げてください。
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